第1巻第1課

第1課　出会い
目標
	日本語学習目標

・感謝をすることができる。
・出会ったときと別れのあいさつができる

文化・人間関係目標

・知らない言語に出会ったときの態度を養う。また、言語的少数派への配慮について考える。
・相手と関係をつくるために、自分から話しかける

・コミュニケーションの手段として非言語行動も重要であることに気づき、自分の非言語行動と比較することができる。
	文字学習目標

・日本語の文字の種類と特徴がわかる。
・日本の漢字と中国の漢字の関係がわかる。


トピック場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・相手に通じず互いに戸惑っている状況を漫画から抜き出しました。理由は、コミュニケーションがスムーズにいかない状況を生徒たちに注目させたいからです。このような状況のとき、登場人物はどんな気持ちなのかを考えさせたり、同じような経験をしたことがあるかどうか、そのときの自分の対応について話をさせたり、母語ならどう言うのか、日本語だったらどう言うのだろうかと想像させたりすることで、学習への意欲を引き出そうとしました。

・P37の学習活動「未知の言葉との出会い」の活動は、知らない言葉に出会う体験をしたり、そのときどんな対応をするのかを体験する活動です。ですから、美佳が言った「ありがとう」という言葉の意味を想像するための位置づけではありません。P37の「接触未知语言」の学習活動に続くように、戸惑いに焦点をあてた問いかけをします。
問いかけの例
○どんな場面ですか。

○二人はどんな気持ちですか。

○美佳は何語を話しているのか、美佳が言った言葉の意味は、王はわかりましたか。

○みんなはこのような経験をしたことがありますか。どんな場面でしたか。そのとき、どんな気持ちになりましたか。そのとき、相手が言った言葉の意味を想像しましたか。
●補足説明

なし
学習活動（学习活动）
未知の言語との出会い
	活動のねらい

	・知らない言語に出会ったときの態度を養う。また、言語的少数派への配慮について考える。

・相手と関係をつくるために、自分から話しかける。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	
	


解説
●活動内容

・ペアになります。お互いに異なるカードを教師からもらって、カードで指定された状況を演じます。一方は相手に自分が言った言葉が通じない状況、一方は相手が言った言葉がわからない、戸惑いの体験をします。
●製作意図＆授業のヒント

・この学習活動用のカードは素材集CDに入っています。

・状況はお互いにわかっているのだけれど、相手の言っている言葉の意味がわからないということを体験させます。体験した後、どんな気持ちになったか等自分の気持ちを語りあうことが大切です。この体験を通して、コミュニケーションへの興味を引き出します。

・コラムを補助的に利用して、ボディランゲージや表情について考えさせることもできます。

・外国語だけでなく、国内の少数民族の言語や、漢語の方言のカードも使うことで、国内にもいろいろな言語があることに気がつかせましょう。

●補足説明

なし

日本語でありがとう
	活動のねらい

	・感謝していることを表現することができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	ありがとう。／いいえ。

ありがとうございます。
	


●活動内容

・「ありがとう」を使う場面を考えてペアでロールプレイをします。
●制作意図＆授業のヒント

・「中国語の『謝謝』は日本語で『ありがとう』です」のように、翻訳の形で「ありがとう」を教えるのは文脈を無視した暗記学習になるので、避けましょう。どんな場面か、話し手はどんな気持ちか、自分だったらどう言うか考えさせ、場面の理解を深めた上で、その場面でどの日本語で感謝をしているか知るというように、文脈の理解が大切です。

・漫画で場面を提示しました。「ありがとう」以外の台詞には中国語訳が書いてありますが、これは場面を理解するためです。「ありがとう」以外の日本語を生徒が言えるようになる必要はありません。
・紙面のスペースの都合上、教科書に載っているのは2つの場面だけですが、漫画の中のほかの「ありがとう」の場面も利用できます。

・生徒に自分が普段どんな場面で感謝をしているか考えさせることを通して、自分が周りの人に感謝をしながら生きているかを感じさせましょう。

・コラムを補助的に利用して、ボディランゲージや表情について考えさせることもできます。
●補足説明

なし
日本語であいさつ
	活動のねらい

	日本語の出会いと別れのあいさつをすることができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	こんにちは。

じゃ、また。
	


●活動内容

・出会った人に「こんにちは」「じゃ、また」のあいさつをします。
●制作意図＆授業のヒント

・できるだけたくさんの人とあいさつできるようにしましょう。あいさつをした相手からサインをもらうなどして、興味を高めることもできます。

・コラムを補助的に利用して、ボディランゲージや表情について考えさせることもできます。

・P2、3の「世界の友達からのあいさつ」と関連させて活動を展開することもできます。例えば、この学習活動が終わってから、P2、3を開いて録音を聞くと、漫画の登場人物たちが「こんにちは」と学習者に向かってあいさつをしていることが聞いてわかるでしょう。そして、登場人物たちの中国語のメッセージを聞いて、日本語学習への期待感を高めることができるでしょう。

●補足説明

なし
コラム（专栏）
ボディランゲージ
	目標

	・コミュニケーションの手段は言葉だけではないこと、ボディランゲージや表情などもコミュニケーションの重要な手段の一つであることに気づく。


●制作意図

・1は「あいさつを主としたボディランゲージ」の写真を、2は「その他の身振り手振り、表情」の写真を提示しています。写真の観察を通して、コミュニケーションの手段は言葉だけではないこと、ボディランゲージや表情などもコミュニケーションの重要な手段の一つであることに注目させます。このことを日本語学習の最初から意識させることは非常に大切なことです。
・掲載している写真のことを話すだけでなく、自分は普段どんなボディランゲージを使っているのかを考えさせることが大切です。
◇気がつかせたいポイント

・ジェスチャーの役割（言葉だけで表現する場合、ジェスチャーと言葉と両方で表現する場合、ジェスチャーだけで表現する場合の相手に与える印象）
・世界の中学生と自分のジェスチャーの共通性・相違性

●授業のヒント
1．教科書の写真を見て、どんな場面か、何を伝えようとしているか、どんな気持ちかを考えさせます。
2．グループで同じような場面で、自分たちは普段ジェスチャーをしているか、どんなジェスチャーをしているかを話し合わせます。そして、もし、その場面でジェスチャーを全くしなかったら、相手に伝えたいことが伝わるか、また、ジェスチャーをしたときとしなかったときでは伝わる内容が変わるか考えさせます。
3．グループで考えたことを発表しクラスで共有して、ジェスチャーの重要性を確認します。
4．もう一度教科書の写真を見て、自分たちのジェスチャーとの相違性・共通性を再確認します。

・場面や相手によるジェスチャーの使い分けや、ジェスチャーを使うことによって相手に伝わる情報に差が出るかどうかについても考えさせると面白いでしょう。
・第2巻第8課コラムで「ジェスチャー2」を扱っています。そちらでは、日本の中学生2人のジェスチャーの写真を多数紹介し、ジェスチャーの共通性・相違性について考えています。

●補足説明

・教科書に掲載しているジェスチャーの意味は下記の通りです。
　左上より

①あいさつのジェスチャー
(1)韓国のビョンホと先生が学校の廊下ですれ違ったときに会釈をして、あいさつをしています。

(2)アメリカのメグの家に友達が遊びに来た場面です。

(3)モンゴルのエンフマーが駅で人を見送っています。
(4)オーストラリアのへーデンが学校で友達と別れる場面です。

②その他のジェスチャー

(1)オーストラリアのへーデンが授業中に誰かを指名するために、指を友達の方向に向けています。

(2)アメリカのメグが友達からたくさんカードをもらい、喜んでいます。
(3)アメリカのメグが写真をとるときに、友達と肩を組んでいます。 
(4)韓国のビョンホが学校の校庭で友達を呼んでいます。
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・絵を見ながら、1課で出てきた表現を確認するためのコーナーです。確認するとき、録音を聞きながら確認してもいいでしょう。

●補足説明

・参考解答

　　　一段目：こんにちは　　二段目：じゃ、また。　三段目左：ありがとう。

日本語広場（日语广场）
折り紙
	目標

	・日本の鶴の折り紙を折ることができる。また、日本の千羽鶴と中国の星の折り紙には、願いを込めるという共通点があることに気づく。


●制作意図
・日本では、病気回復や願いを込め「千羽鶴」を折ります。中国でも、願いを込めて「星」を折ります。ねらいは、その共通性に気づかせることと、日本の鶴の折り方を学ぶことです。

●授業のヒント

・友達が病気になって入院したときなどにどんなことをするか、願いを込めてすることを考えさせた後、日本ではどうしているかを千羽鶴の写真を見せながら紹介します。それから、実際に鶴を折ってみましょう。

・最初に自分たちは普段、願いを込めてどんなことをするかを考えさせてみましょう。具体的な場面を決めると、話がしやすいでしょう。それから、日本では千羽鶴が願いを込めて折ることを紹介し、実際に鶴を折ってみましょう。
・鶴を折るとき、自分の日本語学習への願いを折り紙の裏に書いて鶴を折るのも面白いでしょう。日本語の授業が終わったときに、それを開けてみるのもいいでしょう。

●補足説明

・日本では願いを込めるものとして、千羽鶴のほかに次のようなものもあります。

・七夕の短冊（下のホームページに中国語で簡単な七夕の短冊に関する説明があります）

　　　　　　　http://web-japan.org/nipponia/nipponia34/zh/feature/feature07.html
・神社の絵馬

日本語との出会い（初识日语）
文字の種類
	目標

	・文字の種類と仮名の特徴を知る。


●活動内容

・漫画から文字が何種類あるか見つけ、ひらがな、カタカナの特徴を発見します。
●制作意図＆授業のヒント

・漫画を利用して、生徒に文字の種類を想像させます。生徒が考えた答えが、正しいか正しくないかは重要なことではありません。生徒が自由な発想で、日本語の文字について考える過程が重要です。

・P20の漫画は素材集CDに入っています。

・P20の漫画だけでなく、漫画のほかの部分、またほかの素材を使って、活動をすることもできます。

●補足説明

・参考解答

文字は、ひらがな、カタカナ、漢字、ローマ字の4種類に分けられます。

＊英語「chocolate」「choco」「CORN」を除きます。

日本の漢字
	目標

	・日本語の漢字の形、音、意味について中国語の漢字との関連を知る。


· 活動内容

・日本語の漢字と中国語の熟語の形・音・意味を比較します。
· 制作意図＆授業のヒント

・語彙は、できるだけ第1巻の漫画の中にある語彙を出すようにしました。（一部は漫画に載っていないものです）
・どんな意味か生徒にまず想像させてみてみるといいでしょう。また、想像してすぐに分かったかなど、感想を発表し合うのもおもしろいでしょう。

●補足説明

・参考解答
1．形
同じ：先生、走（る）、中学、中国、娘、平和

違う：大連、紹介、湯、電話

2． 意味
同じ：大連、紹介、中学、中国、平和、電話

違う：先生、湯、走る、娘

3． 音
似ている　：大連（だいれん）、電話（でんわ）

似ていない：先生（せんせい）、紹介（しょうかい）、湯（ゆ）、走（はし）る、
中学（ちゅうがく）、中国（ちゅうごく）、娘（むすめ）、平和（へいわ）

4． 漢字の順序が逆

紹介、平和

5．ほかの例

留守（意味が正反対）、主人（意味が違う）、汽車（意味が違う）

和製漢字
	目標

	・日本の漢字の中には和製漢字もあることを知る。


●活動内容
・漫画から和製漢字を見つけます。
●制作意図＆授業のヒント

・日本語の漢字には、中国から伝わったものだけでなく、日本が独自に作ったものがあります。日本独自に作った漢字があることを意識させるために、漫画にその字を提示してあります。

・日本が独自に作った和製漢語の中には、中国に伝わったものもあります。生徒に、自分が普段使っていることばの中で、日本から伝わった和製漢語があるかを調べさせ、文字や単語における日本と中国の関係を考えさせるといいでしょう。

●補足説明

・参考解答
「辻」製菓の「辻」

・ほかの和製漢字の例

峠、働、笹、榊、栃、畑、畠、匂、凪、凧、俣、枠、込、躾、搾など

・和製漢語（日本から中国に輸入された漢字熟語）
意識、社会、経済、哲学、文学、運動など　　

・参考ホームページ
　　　漢字あれこれ　http://www.nobi.or.jp/i/kotoba/kanji/wasei-kanji.html
    　现代汉语中的日语“ 外来语”问题（王彬彬）中国网

http://www.china.org.cn/chinese/ch-yuwai/193347.htm
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